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１．研究計画の概要 
 近世琉球の王府の芸能であった御冠船踊
りは、王府における鑑賞よりはむしろ対中国、
日本（薩摩）との外交儀礼（御膳進上）に供
されることを目的として生成された。中国と
日本の二重の支配下にあった琉球にとって
芸能は、中国における食卓を飾る侑食楽であ
る以上に、琉球の自己表象を示す手段であっ
た。本研究課題は、国王を冊封する勅使を饗
応する場と芸能、また薩摩上国、江戸立の王
子使者が薩摩藩主に対して行う御膳進上と
芸能の実態を明らかにし、また芸能の内容を
検証することにより、いかにして芸能を近世
琉球の自己表象としたかを解明する。 
 
２．研究の進捗状況 
 江戸立については、天保３年の江戸薩摩藩
邸における芸能を描く『琉球人坐楽之図』の
作者、熊本藩御用絵師である杉谷行直の新資
料を熊本県立美術館に見出して杉谷の作画
姿勢に信頼すべき記録性が確認され、また江
戸立に帯同した、中国語による演劇である唐
躍の台本『琉球劇文和解』（東京大学図書館
蔵）が上演台本ではなく、おそらく薩摩藩主 
島津重豪の指示によって作成されたもので
あることが上海戯劇学院の研究者との共同
研究と早稲田大学の古屋昭弘氏の協力によ
って実証された。またこれらの背景をなす王
子使者の御膳進上の実態、対薩摩との関係に
おいて芸能上演に拘泥する王府の姿勢から、
王府にとっての芸能の役割が明らかになっ
た。他方の冠船については、尚家文書の解読
により、冠船儀礼（諸宴）における芸能上演
の実態が解明され、芸能が故事として、中国
に対して琉球の開闢神話を示すものである
ことが判明した。 

３．現在までの達成度 
 おおむね計画通りに進行している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 これまでの外交儀礼という芸能上演の環
境の研究に加えて、自己表象としての芸能の
分析を最終年度の課題として予定している。 
 
５. 代表的な研究成果 
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